
 

 

 

 

 

 

 

                                                             

 

<Ⅰ中学部> 「新入生歓迎会」

では、オリジナルロケットを

飛ばし飛距離にわきました。

生徒が進行や測定係等運営を

担当した学部交流でした。 

<Ⅱ高等部> 「さくら運送」で

は、お買い物のお役に立つこと

と、会話での「ふれあい」を学

んでいます。 

 

<Ⅱ中学部> 挨拶、時間、身だ

しなみについて、全員が取組

目標をたて、廊下に貼ります。

一緒に励まし合いながら取り

組んでいます。 

<Ⅰ高等部 > 永山駅での「ダ

ルニー奨学金募金」活動は今

年度 4 回目です。今までの募

金総額は64,854 円。温かな

お声掛けをいただきました。

ます。す。 

<Ⅱ小学部>  

連光寺小学校 3 年生との交

流学習では、ヴェルレンジャ

ーさんとの楽しいスポーツ

交流を行いました。 

 

 

<Ⅰ小学部> 「やぎさん郵

便」や「Ⅰ小交流会」で、学

年を超えた交流もしました 

 

 
 

 

東京都立多摩桜の丘学園 

生活指導部だより 

令和４年６月 29日発行 

第３号 校長 伴 光明 

■ 本号では、第一回「いじめの早期発見・早期対応に向けた児童・生徒アンケート調査」の結果を報告いたします。調

査の実施後「学校いじめ対策委員会」で内容・結果を検証、６月 22 日の「学校サポートチーム」における報告・評価

を経て、本校でのいじめの認知件数は「０件である」ことを報告いたします。また、６月のふれあい月間(「心を育てる

教育」)の取組を紹介します。今後も「ほめて育とう、育てよう」のスローガンのもと、子供・教職員の「笑顔の花」を

咲かせ、「いじめ 0」「体罰 0」の学校づくりに全校をあげて推進してまいります。   

 

             「いじめ 0」を確認しました 

■調査の結果、各設問に対して「ある」「嫌な思いをしたことがある」などの回答は３件でした。 

また御家庭からの回答票では、御感想を３件いただきました。 

 ・ 回答した 3 人の生徒には、学級担任教員が本人、周りの生徒から聞き取りを丁寧に行い、詳しい

状況を把握いたしました。また、その結果、SNS を通した誤解など友達同士の関わりと判断でき

るケースであることが判明しました。双方の学級担任教員から生徒達に、言葉のやりとりや行動、

また SNS 利用のルールやマナーについて指導をしております。引き続き見守りながら指導を継続

してまいります。 

■ 以上の内容について、「学校いじめ対策委員会」で検証した結果、今回のアンケート調査では、「い

じめ」と認められる事案はなかったことを確認しました。また、６月 22 日(水)の第１回「学校サポ

ートチーム」において、今回の調査結果を報告いたしました。 

■ 今後も各御家庭に個別の開示を行い、保護者の皆様により御理解・御納得を頂ける調査を目指して

まいります。 

◆委員紹介   

・多摩中央警察署生活安全課  布施 沙弥佳 様   ・多摩市教育委員会  前田 道仁 様  

・多摩市青少年問題協議会   相馬 洋三 様    ・PTA 会長       髙野 妙子 様 

 

◆内容  (1)いじめの早期発見・早期対応に向けた児童・生徒アンケートの実施調査について 

(2)本校児童・生徒の健全育成に関する意見交換 

 

◆委員の皆様から、以下の御意見を頂戴しました。 

  <いじめアンケートについて> 

・心の中で思っていても「ある」と書けない生徒もいるかもしれない。 

生活の中で、丁寧に見ていく必要がある。 

<健全育成について> 

・警察署への SNS についての相談が増えている。画像を一度インターネットに 

のせたら「消せない」ことを周知させたい。 

いじめの早期発見・早期対応に向けた児童・生徒アンケート調査の報告 

 

６月 22 日 第 1 回 学校サポートチーム 開催 

頂戴した御意見を今

後のアンケート実施と

健全育成指導に役立て

てまいります。健全育成

については、夏季休業前

の 7 月の生活指導にお

きまして、具体的に指導

をしてまいります。 

「心を育てる教育」 ふれあい月間（６月）の取組  ～育てよう・咲かせよう笑顔の花～「自尊感情」や「自己肯定感」をはぐくむために 

 校内の「やぎさん郵便」を通 

して手紙のやり取りをした 

り、お世話になっている先生 

や友達に、手作りのプレゼン 

トを渡しました。 

 

地域での活動も「リブート」です。永山駅での募金活動やスー

パー・BigA では、地域の皆様に御協力をいただきました。 

 

<島田分教室>  

Teams を活用し、ベッドサ

イドグループと教室グルー

プとの交流学習を行いまし

た。 

学習や日常生活の中での取組

では、目標をたてています。 

交流学習も「リブート」です。少しずつ交流の取組を工夫しながら広げています。中庭や、

玄関外など交流場所の空間や人数を考えての実施です。また、新たな取組にもチャレンジです。 


